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多重集約演算のための

並列パイプライン処理方式

前田庸亮

複数の集約演算を並列に処理するアルゴリズムとして、 、 、 などのアル

ゴリズムが提案されている。これらのアルゴリズムはすべてのノードが直接結ばれているモ

デルを想定すると、より大規模な並列計算機ではこの仮定が成り立たない。そこで本稿で

は、より拡張性に優れたリング構造向きのノード間通信アルゴリズムを提案し、並列パイプ

ライン化を適用して通信時間の隠蔽による高速化を図る。提案するアルゴリズムは各ノード

が、演算とノード間の通信を交互に繰り返し、集約処理を進める。通信は隣接した特定の

ノード間で行われ、衝突が起こることは無い。

既存のアルゴリズム評価に用いられているコストモデルに最小限の変更を加えて、 、

、並列パイプライン化適用前及び、適用後の本アルゴリズムを評価したところ、パイ

プライン化は全ての場合に効果があり、特にノード数が少ない場合に有力であった。次に、

通信速度を変化させた場合、ノード間の通信速度が比較的遅い場合に改善の効果が大きかっ

た。さらに、目標としていたノード数が大きい場合はいずれのアルゴリズムよりも高速であ

るという良好な見通しを得た。
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